
【機密性２】
（別添） 持続可能な地域航空に向けた抜本的な対策（案）

可能な限り早期に実行に移していくもの
今後も検討を継続し、結論を得次第、

可能な限り速やかに実行に移していくもの

○最大離陸重量15トン以上のＡＴＲ機の航行援助施設
利用料の低廉化

○外国当局認定事業者が安全性を証明した修理部品の検査省
略（予備品証明を受けたものとみなす輸入装備品の拡大）

○ＦＡＡ認可シミュレーターによる訓練の国内での追認○私立大学におけるパイロット養成促進に係る奨学
金制度の拡充（地域航空を含む航空業界全体とし
てのパイロット確保を目的）

○防衛省パイロットの民間活用の促進（民間用計器飛行証明取
得に係る更なる支援など）

○航空会社と地域が一体となったパイロット（ターボプロップ機）
確保・養成に係る検討（一定期間の地域航空への従事を条件
とした学費等支援など）

○離島補助の拡充や離島路線以外の地域航空に対する公的支
援に係る検討 等

地域航空
の維持・
確保の
ベースを
支える
対策

等

個社・系
列・地域
を超えた
協業を促
進させる
ための
対策

○系列外企業との運航・整備業務の受委託や類似規

程事業者の指定に係る更なる対応（具体的要望が

発生した時点で、安全性確保を前提に柔軟に対応）

○機材の統一化・共通化を前提とした航空会社間に
おける低廉な価格での乗員訓練用シミュレーターの
共用化

○機材の統一化・共通化（ＡＴＲ機）を前提とする整備
業務等の受委託（ＪＡＣ・ＡＭＸ間）

○大手２社の連携による両社マイルを活用した地域航
空路線利用喚起型クーポンの開発

○大手２社の連携による乗継旅客への割引クーポン

の開発

○機材の統一化・共通化

○機材の共同保有化

○人員（乗員、整備士等）の融通

○運航、整備等業務の共同化

○機材の共通化を前提とした各種マニュアルの統一化

○大手２社両社と地域航空会社とのコードシェア

○地域航空会社の統合や合併等、組織のあり方に係る検討

等

等
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